
　那覇市長　宛

令和 年 9 月 18 日

中間報告書
令和8年6月11日付け、那覇市指令市ま第1140号で交付決定の通知を受けた当該事業について、現時

点での進捗を下記のとおり報告します。また、市ホームページへの掲載を承認し、中間報告会で他団

体とも内容を共有します。

1.事業名 こどもたちの『できた！』から『次はこれをしたい！』が生まれる居場所

2.実施内容

（何をいつ実施したか(事務局会議は除く)、対象者や実施場所など）

・沖縄そばづくり体験（体験活動）　　タイラ製麵所（那覇市牧志2-7-24）

　開催日時：9月21日（月）13時～18時

　対象：こどもの居場所「こどものスバコ」を利用している小学生～中学生

　参加者： こども22名、保護者2名、スタッフ・ボランティア7名（計31名）

　　　　　※こども1名、保護者1名は、こどもの発熱により欠席

　内容：こどもたちと一緒にモノレールでタイラ製麺所へ移動し、沖縄そばづくりを体験しました。自分た

ちで沖縄そばをつくる体験を通して沖縄の食文化に触れるとともに、こども同士やスタッフ、ボランティア

との交流の機会としました。
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団体名 一般社団法人 Team SUBAKO

代表者 玉城 大聖

担当者 玉城 七海

「なは市民活動支援事業」

【良かった点】

3.事業を一言で

表現すると

(例：生活困窮世帯に食糧を配布することで、対象者が安定して食事が取れるように支援する。)

　　イベントやできた！の体験を通して、つながりと関わりを広げていく

【改善点・今後につなげる点】

4.これまでの活動の

振返り

沖縄そばづくり体験では、普段は違う小学校に通っ

ているこどもや学年の異なるこどもたちが、体験や

移動時間を通して自然に交流する姿が見られまし

た。活動中には、お互いの名前を呼び合ったり、一

緒に遊んだりする様子もあり、学校や学年の枠を超

えた新たな関わりにつながりました。

また、体験後の振り返りでは、「今まで食べた沖縄

そばの中で一番おいしかった！」という声があり、

自分でつくって食べることの楽しさや達成感を感じ

ている様子が見られました。持ち帰り用の麺につい

ても、「お父さん（お母さん）にあげる～！」とい

う声があり、体験した本人だけでなく、家庭にも体

験を持ち帰ろうとする姿が見られました。

今後の活動でも、単に「体験する」だけではなく、移

動時間や活動中のグループづくりなどを工夫し、普段

関わる機会の少ないこども同士が自然に交流し、新し

いつながりが生まれる機会を大切にしていきたいで

す。

特に、学校や集団の場に参加することに難しさを感じ

ているこどもにとっても、興味のある体験をきっかけ

に自分のペースで参加し、「楽しかった」「また参加

したい」と思える経験につながるよう、一人ひとりの

様子に合わせた関わりを大切にしていきます。また、

体験活動で生まれた関係がその場限りで終わらず、そ

の後の「こどものスバコ」での交流や次の体験活動に

もつながるよう、継続した関わりを意識していきたい
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5.今後の活動予定

（事業期間内又はすでに終

了した団体については次の

予定）

（何をいつ実施するか、対象者や実施場所、など）

・ボウリング＆ボードゲーム交流会　10月予定　スバコを利用する高学年・中学生

内容： ボウリングやボードゲームを通して、こども同士や学生ボランティアとの交流を行う。体験した

ボードゲームの中からこどもたち自身が選んだものをスバコへ持ち帰り、その後の居場所での遊びや交流に

もつなげる。

・美ら海水族館・海洋博公園への体験活動　11月予定　スバコ・居場所スペース7-3のこどもたち

内容： 昨年度の振り返りでこどもたちから出た「自然」「海」「北部」「美ら海に行きたい」という声を

もとに、美ら海水族館等を訪れ、沖縄の自然や海、生き物について実際に見て学ぶ。また、レストランでの

食事も一つの体験として行う。

・クリスマス忘年会　12月予定　スバコ・居場所スペース7-3のこどもたち

内容： こどもたちと一年間を振り返りながら、一人ひとりをねぎらい、みんなで安心して楽しい時間を過

ごせるクリスマス忘年会を実施する。

・染物体験（バンドルダイ）　1月16日（土）予定　スバコ・居場所スペース7-3のこどもたち

内容： 染物を通して、自分でつくる楽しさや自分なりに表現する体験の機会をつくる。一人ひとりが自分

のペースで参加し、「できた！」という経験につなげる。

（　ローラーで薄くの伸ばし製麵機でカット！ ）

6.活動写真

（簡単な説明文を記入）

7.今回の達成目標

（当初の事業計画書に記載

した目標）

8.現時点の目標達成度

（例：60%達成）
現時点では、目標達成度25%

・体験学習への参加者数：小学生14名・中学生8名・保護者1名

・学校・学年：城東小 2年生 2名・4年生 4名（計6名）

                    石嶺小 3年生 3名・5年生 5名（計8名）

                    石嶺中 1年生 6名・2年生 1名（計7名）

　　　　　　　城北中 2年生 1名

（ 体験までの空き時間、とんとんみーを観察 ） （　　粉から生地へ～3分間混ぜ続けろ～　　　）

（ 生地を足踏み中　～1分踏んで次は2分半～ ）
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